
令和５年３月２２日 

令和５年度に特別支援学級に在籍予定の新入生の保護者様 

つくばみらい市立伊奈中学校長  長塚 和徳   

  

  

令和５年度の教育課程の編成について（お知らせ）  

 

 

早春の候、保護者の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より、本校教育 

の推進にあたたかいご支援とご協力をいただき、ありがとうございます。 

さて、標記の件について、文部科学省からの通知を踏まえ、本校では下記のとおり対応いたしま

す。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

記 

 

 

１ 方針 

  週の授業時数の半分以上を目安に特別支援学級で授業を行う。 

 

 

２ 具体策 

  １週間の総授業時数 ２８時間 

学年         令和４年度［現行］ 令和５年度 

１ 国語  ４時間 

数学  ４時間 

英語  ４時間 

国語 ４時間   総合的な学習の時間 １時間 

数学 ４時間   学級活動 １時間 

英語 ４時間 

合計 １２時間                合計 １４時間 

 

 

３ その他 

 ・総合的な学習の時間と学級活動は、内容により、通常学級で実施することもあります。 

・次年度に特別支援学級から通常の学級への学びの場の変更を検討している生徒について、 

教育上の必要性がある場合においては、この限りではありません。 

 

 

問合せ先 

つくばみらい市立伊奈中学校 

  特別支援教育コーディネーター 

               塚田 茂 

   電話 0297-58-0201 

 



（資料）「特別支援学校及び通級による指導の適切な運用について（通知）」 

（文部科学省 令和４年４月２７日発出） 

 

○ 障害のある児童生徒が、必要な指導体制を整えないまま、交流及び共同学習として 

通常の学級で指導を受けることが継続するような状況は、実質的には通常の学級に在籍 

して通級による指導を受ける状況と変わらず、不適切である。 

 

○ 特別支援学級に在籍している児童生徒が、大半の時間を交流及び共同学習として通常の 

学級で学んでいる場合には、学びの場の変更を検討するべきである。 

 

○ 特別支援学級に在籍している児童生徒については、原則として週の授業時数の半分以上

を目安として特別支援学級において児童生徒の一人一人の障害の状態や特性及び心身の 

発達の段階等に応じた授業を行うこと。 

 

○ ただし、次年度に特別支援学級から通常の学級への学びの場の変更を検討している 

児童生徒について、段階的に交流及び共同学習の時数を増やしている等、当該児童生徒に

とっての教育上の必要性がある場合においては、この限りではないこと。 

 


